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て
痛
感
す
る
と
い
う
ほ
ど
で
あ
る
。
日
本
は
、
明
治
以
来
の
文
明
開
化
の
悲
願

を
遂
け
、
科
学
技
術
面
で
は
西
洋
化
を
乗
り
越
え
、
近
代
化
の
絶
頂
を
さ
え
極

め
、
今
や
未
来
祉
会
へ
の
実
験
酋
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
さ
え
い
わ
れ
て
い

る
。
ハ
ー
マ
ン
・
カ
ー
ン
氏
の
i
言
で
は
二
十
一
世
記
は
日
本
の
世
紀
た
と
の

こ
と
f
こ
れ
は
手
放
し
で
魯
ん
で
い
い
こ
と
か
ど
う
か
。
と
い
う
の
は
、
日
本

社
会
が
有
史
以
来
の
科
学
文
明
の
襲
歌
の
中
に
あ
っ
て
、
物
質
的
豊
か
さ
の
裏

で
精
神
の
荒
廃
に
あ
え
ぎ
つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
摺
つ
ぐ
公
筈
の
爆
発
的
摩

出
現
が
、
よ
う
や
く
経
済
効
率
第
一
主
義
や
ら
物
質
万
望
諭
や
ら
に
プ
レ
ー
キ

、
、
、
、
、
、
、

を
か
け
出
し
た
。
物
を
得
て
心
を
失
っ
た
文
咀
社
会
の
繁
朱
の
中
の
貧
困
の
み

じ
め
さ
炉
ひ
し
ひ
し
と
痛
感
さ
れ
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
ら
で
じ
っ
く
り
再
考
し
な
け
九
ば
な
ら
な
い
。
公
害
の
警
鐘
が
自
然
の

保
斃
や
ら
胴
史
的
文
化
遺
産
の
保
全
の
緊
要
性
を
頸
く
訴
え
て
い
る
。
蝉
国
神
の

餐
困
を
代
償
と
し
て
疫
ら
九
た
経
済
の
繁
栄
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
入
閏
性
の

疎
外
、
わ
れ
わ
れ
は
今
や
こ
の
錯
誤
か
ら
巨
覚
め
な
け
れ
ば
衣
ら
な
い
。

そ
れ
が
文
化
の
構
築
な
の
だ
。

、
、
、

今
日
の
よ
う
な
文
明
禍
の
警
鐘
か
乱
打
さ
れ
る
時
な
る
が
放
に
文
化
の
問
題

は
大
切
な
の
で
あ
る
。
文
化
庁
の
文
化
政
策
の
み
で
文
化
の
間
嬰
を
す
べ
て
購

え
る
と
は
義
垣
に
も
い
え
ま
い
が
℃
し
か
し
、
以
下
述
へ
る
文
化
振
興
の
鮨
策

が
‘
―
つ
の
均
火
線
と
な
っ
て
、
面
民
み
ん
な
の
文
化
麦
的
な
の
営
み
を
啓
培
し

て
行
く
よ
す
が
と
な
九
ば
給
構
な
こ
と
で
薪
年
度
に
そ
辻
え
、
わ
ず
か
な
入
と

予
算
な
が
ら
わ
れ
わ
れ
は
い
ち
だ
ん
と
努
力
を
続
け
た
い
の
で
あ
る
。

（
長
官
官
房
膨
誇
課
長
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金
田
智
成
ノ
｝

昭
和
四
十
五
年
度
に
お
け
る
美
術
文
化
予
算
が
四
億
六
、
四
一
九
万
円
で
前

年
展
三
憶
九
‘
-
0
一
万
円
に
比
し
伸
び
率
一
八
。
七
免
で
あ
っ
た
の
記
対
し

て
、
昭
和
四
十
六
年
度
予
算
は
六
信
三
、
九
六
0
万
円
で
前
年
度
予
算
に
対
比

し
て
実
に
三
七
：
七
八
彩
と
い
う
笹
の
神
び
率
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
附
属
楔

関
の
関
保
で
は
前
年
度
七
億
―
―
-
、
五
三
三
万
円
に
対
し
、
八
億
九
一
四
万
円
の

1

0

,

三

％

の

伸

び

率

で

あ

っ

た

。

．

一

さ
て
｀
陪
和
四
十
六
年
度
の
芸
術
文
化
予
募
に
あ
っ
て
は
、
と
く
に
池
方
文

化
担
興
の
施
策
に
霊
点
を
置
い
た
。
そ
こ
で
従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
芸
術
祭

の
ほ
か
只
囃
方
に
す
ぐ
れ
た
芸
術
を
鑑
賞
す
る
攘
会
を
提
供
す
る
た
め
に
移

勧
芸
術
祭
を
実
施
す
る
予
算
を
新
た
に
計
上
し
た
ほ
か
、
地
方
文
化
施
設
整
備

賓
龍
助
及
び
堆
方
芸
術
文
化
活
動
愛
浦
助
の
予
算
の
増
頷
を
は
か
っ
た
。

ま
た
芸
術
各
界
か
ら
久
し
く
実
現
を
待
望
さ
れ
て
い
た
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
ニ
、

現
代
劇
等
現
代
芸
能
の
た
め
の
菜
二
園
立
劇
場
の
闘
査
費
及
び
優
秀
映
国
促
進

方
策
の
調
査
褒
が
新
た
に
計
上
さ
れ
た
が
f
こ
九
は
、
振
め
て
意
義
の
あ
る
予

算
と
い
え
よ
う
。
以
下
昭
和
四
十
六
年
度
の
主
な
施
策
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を

途
べ
る
こ
と
と
す
る
。

一
移
動
芸
街
祭

毎
年
、
秋
の
芸
術
行
事
と
し
て
実
施
し
て
い
る
国
の
芸
術
祭
は
、
は
や
二
十

芸
惜
文
化
の
振
興

- 73 -

文
化
庁
発
足
が
昭
和
四
十
三
年
六
月
だ
っ
た
の
で
、
明
年
度
は
第
四
年
次
に

あ
た
る
。
こ
の
間
、
文
化
庁
所
管
行
政
は
年
を
追
っ
て
充
実
し
て
き
た
。
発
足

当
初
の
予
算
炉
約
五
一
億
で
阿
年
度
は
約
＇
ハ
九
筐
と
い
つ
大
き
た
伸
び
を
示
し

て
い
る
。
さ
て
、
文
化
と
は
何
か
、
国
は
文
位
の
振
只
の
た
め
に
何
を
為
す
べ
き

免
こ
れ
は
大
麻
琴
に
讐
し
い
問
題
で
あ
る
か
、
こ
の
骸
刷
｀
を
追
象
し
て
こ
れ
か

ら
も
努
力
が
続
け
ら
紅
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
路
線
の
敷
か
れ
た
行
政

な
ら
宕
易
な
こ
と
だ
ろ
う
が
、
荒
野
の
只
中
に
羊
く
新
し
く
レ
ー
心
を
敷
設
し

て
行
く
営
み
の
よ
う
な
も
の
で
、
諮
頴
す
る
先
例
も
乏
し
，
＼
滉
等
と
す
る
尺

度
も
見
つ
か
ら
な
い
ま
ま
に
、
こ
の
ぼ
う
洋
と
し
た
未
知
の
行
政
サ
ー
！
ヴ
ィ
―
〈

の
領
域
に
睾
然
と
し
て
突
入
さ
せ
る
も
の
は
、
文
化
を
妥
す
る
情
熱
だ
け
で
あ

の

振

興

昭
和
四
十
六
年
度
交
教
行
政
の
歴
望

ろ
う
。
こ
れ
い
う
限
昇
に
は
永
遠
に
達
し
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

文
化
と
い
う
代
物
が
、
本
来
そ
う
い
う
も
の
た
か
ら
と
思
う
。

文
化
政
策
の
基
本
的
態
度
ー
｀
大
け
さ
な
言
い
方
だ
が
r

文
化
庁
発
足
当

初
、
わ
れ
わ
れ
が
確
認
し
合
っ
た
こ
と
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な

ゎ
も
、
わ
が
犀
の
文
化
の
特
質
が
、
明
治
以
降
取
り
入
れ
ら
れ
た
ョ
ー
芦
ッ
パ

的
文
化
と
そ
れ
以
前
か
ら
の
伝
統
的
文
化
と
の
見
事
な
結
実
に
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
，
戸
か
国
の
文
化
政
策
は
、
伝
統
的
た
美
術
。
文
化
の
保
存
」
信
用
の
た
め

の
方
羨
と
、

9

ー

□パ
的
近
代
的
な
美
術
＂
文
化
の
振
輿
を
促
進
す
る
た
め

の
方
策
の
両
者
忙
つ
い
て
有
摂
的
で
均
衡
の
と
れ
た
歳
策
を
と
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
文
化
に
お
け
る
吉
い
も
の
と
新
し
い
も
の
と
の
総
＾
il]
、
つ
ま
り
伝
鮪

と
創
造
の
闘
和
に
文
化
振
呉
施
菱
の
基
底
を
認
く
わ
け
で
あ
る
。

近
時
、
わ
が
国
の
近
代
化
は
め
ざ
ま
し
い
限
り
で
、
こ
こ
数
年
、
i
-
i
ー
ロ
3

パ

人

こ

が

日

本

の

新

し

さ

、

g

-
l
g
”
、
パ
の
古
さ
む
き
わ
だ
っ

ff じ

庁
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六
年
目
を
迎
え
、
ま
す
ま
す
充
実
し
て
き
て
は
い
る
が
、
反
面
、
地
方
に
お
い

て
は
、
歌
蝉
伎
、
文
楽
、
能
楽
等
の
伝
統
芸
術
や
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
ニ
等
の
現
代

芸
術
の
鑑
賞
の
機
会
は
振
め
て
少
な
く
、
こ
の
而
に
お
け
る
中
央
と
地
方
の
格

差
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
の
で
、
昭
和
四
十
六
年
は
、
従
来
の
芸
術
祭
の
ほ
か

に
、
新
た
に
移
動
芸
術
祭
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
移
動
芸
術
祭
の

構
想
は
、
中
央
か
ら
派
遣
す
る
古
典
、
現
代
の
一
流
の
舞
台
芸
術
と
各
池
方
の

す
ぐ
れ
た
民
俗
芸
能
等
の
公
演
に
よ
る
芸
術
祭
を
全
国
四
か
所
に
お
い
て
実
施

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
往
還
を
利
用
し
て
他
の
道
府
県
に
お
い
て
も
二
種
目
租

度
の
中
央
派
遣
舞
台
芸
術
の
巡
回
公
演
を
行
な
お
う
と
す
る
も
の
で
、
予
算

八
、
四
八

0
万
円
計
上
さ
れ
た
。

二
青
少
年
芸
術
劇
場

地
方
の
青
少
年
に
一
流
芸
術
家
に
よ
る
、
す
ぐ
れ
た
音
楽
、
演
劇
等
の
公
演

を
鑑
賞
さ
せ
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
「
青
少
年
芸
術
劇
楊
」
は
、
今
年
で
五ヽ

年
目
を
迎
え
、
年
を
お
っ
て
好
評
で
あ
る
。
現
在
の
公
演
種
目
は
、
オ
ペ
ラ

演
劇
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
文
楽
、
能
狂
言
の
五
種
目
で
、
演
目
は
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
の
古
典
、
代
表
作
と
い
わ
れ
る
も
の
を
選
び
、
毎
公
演
と
も
一
流
の
講
師

に
よ
る
解
滋
指
導
を
併
せ
て
行
な
っ
て
い
る
。
四
十
六
年
度
は
、
地
方
の
要
望

に
応
え
、
公
演
回
数
の
増
加
を
は
か
り
、
三
七
公
演
を
四
一
公
演
と
し
、
前
年

度
よ
り
四
一
四
万
円
増
の
一
1

-

、
五
八

0
円
を
計
上
し
た
。

三
地
方
文
化
施
設
整
備
費
補
助

音
楽
堂
、
劇
場
、
美
術
作
品
展
示
場
等
の
機
能
を
も
つ
文
化
会
館
は
、

地
方

飯
め
て
大
き
い
が
、
こ
れ
ら
の
団
体
の
多
く
は
、
活
動
資
金
不
足
の
た
め
に
、

そ
の
力
を
充
分
に
発
揮
で
き
な
い
実
情
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
芸
術
文
化
関
係

団
体
の
実
情
に
か
ん
が
み
、
創
作
活
動
、
地
方
芸
術
文
化
の
振
興
、
青
少
年
等

へ
の
芸
術
普
及
、
芸
術
文
化
資
料
の
整
備
、
芸
術
文
化
の
国
際
交
流
等
を
行
な

う
団
体
の
う
ち
、
実
績
を
有
す
る
も
の
の
事
業
を
助
成
し
て
、
そ
の
活
動
の
促

進
を
は
か
る
も
の
で
あ
る
。
昭
和
四
十
六
年
度
は
、
前
年
度
の
一
億
九
、
五
〇

0
万
円
に
対
し
、
四
、

0
0
0万
円
増
の
二
億
三
、
五

0
0万
円
計
上
し
た
。

六
芸
術
家
在
外
研
修

芸
術
家
在
外
研
修
の
制
度
は
、
美
術
、
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
、
映
画
等
の
各

分
野
か
ら
将
来
性
に
富
む
新
進
芸
術
家
を
選
ん
で
海
外
に
国
費
で
一
年
間
派
遣

し
、
専
門
分
野
に
つ
い
て
実
施
に
研
修
さ
せ
、
有
為
の
人
材
を
育
成
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
こ
の
制
度
の
発
足
当
初
の
昭
和
四
十
二
年
度
は
、
各
分
野
か
ら

一
名
ず
つ
の
計
四
名
と
い
う
低
か
な
人
数
で
あ
っ
た
が
、
芸
術
各
界
か
ら
好
評

で
あ
り
か
つ
増
員
の
強
い
要
望
が
あ
る
の
で
、
明
年
度
は
、
前
年
度
の
六
名
を

さ
ら
に
二
名
増
し
て
八
名
に
す
る
こ
と
と
な
り
、
予
算
二
、
ニ
―

0
万
円
が
計

上
さ
れ
た
。

七
第
二
国
立
劇
湯
調
査

現
匿
立
劇
場
を
設
置
す
る
に
当
た
り
、
設
立
準
備
協
議
会
が
当
初
、
国
立
劇

場
の
構
想
と
し
て
昭
和
三
十
四
年
に
答
申
し
た
案
は
、
第
一
劇
場
（
伝
統
芸
能
）
、

第
二
劇
場
（
現
代
芸
能
）
、
第
三
劇
場
（
文
楽
等
）
、
第
四
劇
湯
（
能
楽
）
の
四

劇
場
案
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
建
設
予
定
地
が
狭
溢
の
た
め
、
結
局
伝
統
芸
能

自
身
の
芸
術
活
動
の
発
表
の
場
と
し
て
も
、
ま
た
中
央
か
ら
巡
回
し
て
く
る
音

楽
、
演
劇
等
の
鑑
賞
の
場
と
し
て
も
、
不
可
欠
の
施
設
で
あ
り
、
文
化
会
館
を

整
備
す
る
こ
と
は
、
芸
術
文
化
振
興
の
基
本
的
条
件
で
あ
る
。

国
と
し
て
も
、
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
そ
の
設
置
の
促
進
を
は
か
る
た
め
、

地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
そ
の
整
備
に
必
要
な
経
費
の
補
助
を
行
な
っ
て
い
る

が
、
当
面
の
整
備
計
画
と
し
て
は
、
一
ロ
一

0
万
以
上
の
都
市
一
四
三
の
う
ち

文
化
会
館
未
設
置
の
四
五
市
な
ら
び
に
広
域
市
町
村
圏
の
う
ち
の
未
設
置
圏
を

対
象
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
六
年
度
は
、
前
年
度
よ
り
二
館

増
の
十
館
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
一
億
五
千
万
円
を
計
上
し
た
。

四
地
方
芸
術
文
化
活
動
費
補
助

都
道
府
県
が
主
催
す
る
音
楽
、
演
劇
、
舞
踊
、
美
術
、
文
芸
等
の
芸
術
文
化

行
事
に
対
し
、
そ
の
所
要
経
費
の
三
分
の
一
以
内
を
定
額
補
助
す
る
も
の
で
、

前
年
度
は
、
一
県
一

0
0万
円
で
二

0
県
に
対
し
て
補
助
を
行
な
っ
た
。

こ
の
補
助
金
は
、
地
方
芸
術
文
化
振
興
の
積
振
策
と
し
て
好
評
で
、
こ
の
補

助
金
の
創
設
（
四
十
三
年
度
）
以
来
、
県
の
芸
術
文
化
予
算
は
年
々
大
幅
に
伸

長
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
実
情
か
ら
、
県
か
ら
の
補
助
の
要
望
も
多
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
昭
和
四
十
六
年
度
は
、
前
年
度
よ
り
一

0
県
増
の
三

0
県

に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
三
、

0
0
0万
円
の
予
算
を
計
上
し

こ。f
 

五
芸
術
文
化
関
係
団
体
の
助
成

芸
術
文
化
の
向
上
普
及
は
、
芸
術
文
化
関
係
団
体
の
活
動
に
負
う
と
こ
ろ
が

の
た
め
の
劇
湯
の
設
置
の
み
に
止
ま
り
、
昭
和
四
十
一
年
に
国
立
劇
場
が
完
成

し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
国
立
劇
場
設
置
促
進
運
動
に
当
初
か
ら
非
常

に
熱
心
で
あ
っ
た
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
H

、
新
劇
、
洋
楽
等
の
関
係
者
は
、
こ
の
数

年
来
、
現
代
芸
能
の
た
め
の
第
二
国
立
劇
場
の
設
置
を
強
く
要
望
し
て
い
た
。

一
方
、
昭
和
四
十
一
年
に
国
立
劇
場
法
案
が
国
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
際
、

「
政
府
は
、
伝
統
芸
能
以
外
の
芸
能
の
振
興
を
は
か
る
た
め
、
施
設
そ
の
他
に

つ
き
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。
」
と
い
う
附
帯
決
議
が
附
さ
れ
て
お

り
、
国
と
し
て
も
、
こ
の
実
現
に
は
宿
題
を
課
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
、
こ
の
た

び
、
第
二
国
立
劇
場
の
調
査
費
一
五
八
万
円
が
予
算
に
計
上
さ
れ
た
こ
と
は
、

現
代
芸
能
の
た
め
の
劇
場
建
設
に
端
緒
を
開
い
た
も
の
と
し
て
、
板
め
て
歴
史

的
な
意
義
を
持
つ
予
算
と
い
え
よ
う
。

そ
こ
で
、
劇
湯
設
置
に
必
要
な
資
料
を
得
る
た
め
、
諸
外
国
の
代
表
的
な
劇

場
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
調
査
会
を
開
催
し
て
劇
場
の
管
理
、
運
営
の
あ
り

方
、
そ
の
規
模
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
い
、
ま
た
、
現
国
立
劇
場
で
設
け
ら

れ
て
い
な
い
能
楽
公
演
の
劇
場
の
扱
い
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
ゆ
く

こ
と
に
な
ろ
う
。

八
優
秀
映
画
促
進
方
策
の
調
査

近
年
に
お
け
る
映
画
界
の
傾
向
は
、
と
も
す
れ
ば
興
味
本
位
の
低
俗
な
作
品

の
製
作
に
力
が
注
が
れ
●
良
心
的
な
芸
術
作
品
は
年
々
減
少
し
つ
つ
あ
る
と
い

え
よ
う
。
こ
の
主
な
原
因
は
、
こ
の
数
年
間
に
お
け
る
テ
レ
ビ
の
著
し
い
普
及

と
レ
ジ
ャ
ー
産
業
の
多
様
な
発
展
に
よ
る
も
の
で
、
か
つ
て
映
画
観
覧
人
口
は

昭
和
三
十
三
年
に
は
一
一
億
三
、

0
0
0万
人
に
の
ぼ
っ
た
が
、
こ
の
年
を
最
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も
含
ま
汎
て
い
る

億
六
K

、
昭
肉
四
十
六
年
度
の
国
の
文
化
財
堡
談
関
娯
予
算
は
、

l

七
一
一
万
三
千
円
で
前
年
度
に
比
し
一
、

化
財
に
対
す
る
知
熾
と
理
解
を
架
め
る
た
め
の
池
万
靡
史
戻
俗
貸
斜
誼
の
設
詈

費
哺
助
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に
比
べ
四
倍
弛
と
大
幅
に
増
頷
し
、
県
立
二

館
、
市
町
村
立
六
鮨
の
建
設
贅
補
助
金
八
、
二
七
一
万
五
千
円
を
計
上
し
た
。

二
史
跡
等
の
寅
上
げ
お
よ
び
環
境
整
備
等
の
促
進

最
近
の
各
種
開
発
事
業
等
の
急
述
な
追
展
に
伴
い
、
史
跡
等
の
保
護
の
問
題

が
全
国
各
岨
で
発
生
し
霊
要
な
課
起
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
応
対
処
す
る

た
め
史
跡
等
の
土
地
買
上
げ
賀
の
待
助
翠
を
詞
年
度

1
0億
八
、

0
0
0
万
円

か
ら
三
七
彩
塩
の
一
四
億
八

0
0
0万
円
を
計
上
し
た
。
現
在
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
る
物
件
げ
約
九

0
0件
（
内
定
を
含
む
）
で
、
指
定
面
積
は
約
一
万

二、

0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
汽
う
ち
約
三
三
％
に
あ
た
る
的
三
、
九

0
0
ヘ
ク
タ

ー
だ
か
曳
有
塩
で
あ
る
へ
巧
開
発
が
政
し
く
、
ま
た
法
巴
よ
る
規
澗
の
み
で
は

史
跡
を
民
有
池
の
ま
ま
で
保
存
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
雉
に
な
っ
て
き
て
い

る
た
め
、
公
有
化
紀
よ
る
保
議
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
公
有
化
の
金

体
計
酉
と
し
て
は
民
有
池
の
三
一
％
に
あ
た
る
約
一
、

1
1
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

対
象
と
し
、
さ
し
あ
た
り
緊
急
を
翌
す
る
八
四
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
補
助
金
三
三

一
億
円
）
を
昭
和
四
十
五
年
戻
か
ら
十
年
計
国
で
買
い
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
昭
和
四
十
六
年
度
は
こ
の
全
体
計
画
の
第
二
年
次
と
し
て
実
施
す
る
も
の

で
あ
る
。

て
二
億

二
、
二
九
七
万
五
千
円
が
計
上
さ
九
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
各
池
方
の
伍
統
あ

る
歴
史
的
風
土
的
特
性
を
あ
ら
わ
す
に
ふ
さ
わ
し
い
史
跡
等
の
聾
富
な
地
域
の

た
め
の
「
風
土
記
の
丘
」
建
設
贅
捕
助
金

文
化
財
保
襲
の
推
這

一
四
七
万
九
千
円
、

（
文
化
部
文
化
普
及
際
長

土
生
武
則
）

頂

胡

と

し

て

，

そ

の

一

昭

和

四

十

四

年

に

は

二

i

-

億
台
を
割
る
に
至
っ
た
。
こ
の
誓
且
人
口
の
減
少
饂
映
固
製
作
者
の
資
力
低

下
を
招
来
し
、
そ
の
結
果
採
冥
の
と
れ
る
可
詣
性
の
並
い
興
味
本
位
の
作
品
を

低
院
な
贅
用
で
製
作
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
造
い
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
傾

向
は
、
日
本
の
み
の
特
殊
現
象
で
は
な
く
世
界
の
文
明
先
進
菌
認
し
な
べ
て
共

遷
の
現
象
と
は
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
哀
象
に
対
処
し
て
、
ア
メ
リ
カ
、
＇
R

ナ
ダ
、
イ
辛
＇
リ
そ
フ
ラ

シ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
西
ド
イ
ツ
、
—
-
〈
ウ
ニ
ー
デ
ン
等
の
欧
米
詰
国
は
い
ち
早

く
映
画
製
作
者
に
対
す
る
斌
資
、
優
秀
映
囲
に
対
す
る
奨
励
金
、
匡
立
映
国
ス

タ
ジ
オ
の
設
置
、
戯
作
資
言
箇
の
た
め
の
映
面
基
金
の
設
立
等
に
よ
り
目
国

墜
同
の
救
済
と
翰
呂
伸
長
の
た
め
の
襲
認
的
な
施
策
を
購
じ
て
い
る
の
が
親
状

で
あ
る
。

そ
こ
で
わ
が
国
に
捻
い
て
も
優
秀
芸
盾
映
同
の
製
乍
薩
賞
促
進
‘
一
ご
図
る
た
め

の
方
策
を
欝
ず
る
こ
と
炉
急
誇
と
痛
感
さ
九
る
だ
め
、
諸
外
国
の
極
秀
映
囮
促

進
方
策
を
闘
査
す
る
と
と
も
に
、
調
査
会
を
設
け
、
わ
が
國
の
実
情
忙
即
し
た

方
策
を
検
討
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
昭
和
四
十
六
年
度
こ
れ
に
要
す
る

胴
査
饗
二
七
四
万
円
を
計
上
し
た
。

の
辰
史
と
文

三
六
％
増
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
寝
和
四
十
五
年
度
の
対
前
年
度
の
伸
び
率
も

二
七
忽
増
で
あ
る
。
こ
の
額
は
必
ず
し
も
多
い
と
は
い
え
な
い
け
汎
ど
も
、
ニ

年
引
き
つ
づ
い
て
高
い
伸
ぴ
率
を
示
し
た
こ
と
は
醗
癸
等
に
対
処
し
て
文
化

き
で
あ
る
と
い
う
国
民
贄
論
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
関
係
者
の
努

あ
ろ
う
と
考
え
る
。
以
下
f
そ
の
主
だ
っ
た
菖
填
に
つ
い

て
説
明
し
た
い
。

一
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
お
よ
び
地
方
歴
史
民
俗
資
料
館
の
設
置

国
立
歴
史
民
俗
博
物
飼
（
仮
称
＇
）
の
設
置
準
備
の
た
め
、
昭
廂
四
十
二
年
度

か
ら
継
続
し
て
詞
査
受
を
計
上
し
f
設
置
準
瘤
懇
鮫
会
の
阿
催
、
海
外
事
情
の

閏
査
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
昭
和
四
十
六
年
度
に
忠
い
て
は
新
た
に
建
設
予
定

池
千
葉
県
佐
倉
市
佐
倉
城
跡
（
三
六
万
互
千
平
方
メ
］
ト
ル
）
に
つ
い
て
地
上

現
形
詞
量
定
実
施
す
る
た
め
の
予
算
三

0
五
万
六
千
円
を
計
上
し
、
具
体
的
注

言
賢
＇
信
に
入
る
こ
と
記
な
っ
た
，
こ

5
欝
吻
館
は
わ
が
国
の
各
分
野
に
わ
た

る
靡
史
資
料
お
よ
ひ
民
俗
資
料
を
収
集
、
保
管
、
民
示
し
、
あ
わ
せ
て
こ
れ
ら

の
資
料
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
、
情
毅
サ
ー
ビ
ス
等
を
行
な
い
国
民
は
じ
め

入
々
が
わ
が
国
の
歴
史
と
国
民
生
活
の
夜
遷
忙
つ
い
て
の
正
し
い

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る。
現
在
、
学
畿
経
験
者
二

0
名
に
よ
マ
r3基
本
構
恙
委
員
会
を
発
足
さ
せ
｛
．
こ
の

博
物
鯨
の
藁
本
構
想
を
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
ぢ
謬
む
ね
固

ま
っ
た
段
警
で
，
•
[
辰
示
計
璽
委
員
会
、
施
設
計
璽
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
年
内

に
展
示
計
画
詞
よ
び
諒
設
計
画
の
組
案
を
作
成
す
る
計
画
で
あ
る
。

翫
に
、
塩
方

次
に
、
急
速
か
つ
大
規
模
な
最
近
の
国
土
開
発
に
対
処
し
て
埋
裁
文
化
財
の

保
寝
を
図
る
た
め
、
新
た
に
年
次
計
両
を
た
て
て
全
国
遺
跡
分
布
調
査
を
実
施

し
、
末
確
詩
の
遺
跡
の
保
證
の
微
底
を
期
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
予
算
九
、

九
六
二
万
五
千
円
炉
計
上
さ
れ
て
い
る
。

三
飛
烏
゜
醸
原
宮
跡
お
よ
び
平
域
宮
跡
の
保
存
整
備

讐
詞
藤
原
埴
域
は
、
わ
が
国
が
大
陸
の
制
度
、
文
化
を
取
り
入
れ
、
大
化

の
改
笥
壬
申
の
乱
を
経
て
大
宝
掌
令
に
象
景
さ
れ
る
律
令
国
家
の
体
判
を
彦

成
し
た
歴
史
的
に
き
わ
め
て
霊
要
な
地
城
で
、
わ
が
国
古
代
史
の
根
幹
に
関
係

す
る
宮
跡
な
ど
数
多
く
の
遺
跡
が
往
時
を
し
の
び
う
る
景
観
と
と
も
に
保
存
さ

仇
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
の
宅
池
造
成
等
の
開
発
事
業
が
こ
の
塩
域
の
遺
跡

等
の
保
存
を
お
び
や
か
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
、
昨
年
十
月
二
十
八
日
に
文

化
財
保
護
審
誡
会
炉
「
膜
烏
。
籐
原
湘
域
に
お
け
る
文
化
財
の
保
存
お
よ
び
活

用
の
た
め
の
葦
本
方
策
に
つ
い
て
」
文
部
大
臣
に
答
申
し
、
ま
た
、
同
十
二
月

十
八
日
に
「
頸
烏
池
方
に
お
け
る
厖
史
的
風
土
お
よ
び
文
化
財
の
保
存
等
に
関

す
る
方
策
応
つ
い
て
」
の
閣
謡
決
定
が
な
さ
れ
た
。
文
化
庁
に
お
い
て
は
、
従

来
か
ら
、
こ
の
池
斌
の
文
化
財
の
保
存
を
図
る
た
め
、
史
跡
の
買
上
げ
、
整
備

等
に
対
す
る
補
助
、
宮
鱈
等
の
発
掘
闘
査
の
実
施
等
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
昭

和
四
十
六
年
度
か
ら
は
こ
れ
ら
に
従
い
、
本
格
的
に
般
烏
。
藤
原
宮
跡
の
保
存

整
備
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
、
こ
の
た
め
約
五
億
円
を
計
上
し
た
。
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
漿
烏
。
藤
原
池
域
の
保
存
整
備
に
つ
い
て
の
全
体
計
画
の
盤
議
立
案
お

よ
び
実
厖
上
の
重
要
問
題
に
つ
い
て
擦
墨
す
る
た
め
の
協
議
会
の
翌
催
等
保
存

整
備
計
面
の
策
定
の
た
め
の
事
業
を
実
姉
す
る
。
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②
こ
の
地
域
の
史
跡
の
保
存
を
図
る
た
め
、
主
と
し
て
史
跡
の
う
ち
積
筐

的
に
整
備
を
必
要
と
す
る
重
要
な
部
分
に
つ
い
て
土
地
の
国
費
買
上
げ
を
行
な

う
。
そ
れ
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
適
宜
措
置

す
る
。
こ
の
た
め
三
億
三
三
七
万
四
千
円
を
計
上
し
た
。

⑱
飛
烏
寺
跡
、
飛
烏
板
蓋
宮
跡
、
石
舞
台
古
墳
の
環
境
整
備
を
行
な
う
。

飛
烏
寺
跡
は
六
四
四
万
円
全
額
国
費
、
他
は
補
助
金
一
、
二
七

0
万
円
を
予
定

し
て
い
る
。

④
飛
烏
資
料
舘
を
二
年
計
画
で
建
設
す
る
こ
と
と
し
、
昭
和
四
十
六
年
度

は
用
地
取
得
費
等
一
億
一
、
九
四
六
万
五
千
円
を
計
上
し
た
。

向
史
跡
の
指
定
、
整
備
お
よ
び
わ
が
国
古
代
史
の
研
究
に
寄
与
す
る
た
め

発
掘
調
査
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
飛
烏
•
藤
原

宮
跡
発
掘
調
査
予
算
を
倍
増
し
て
四
、

0
四
四
万
九
千
円
計
上
す
る
と
と
も

に
、
研
究
員
五
人
を
増
員
す
る
ほ
か
、
文
化
庁
に
史
跡
担
当
瓢
査
官
を
一
人
増

員
す
る
。

次
に
特
別
史
跡
平
城
宮
跡
に
つ
い
て
は
、
当
初
計
画
に
よ
る
約
七
一
万
四
千

平
方
メ
ー
ト
ル
の
国
費
買
上
を
完
了
し
、
発
掘
調
査
と
整
備
、
管
理
を
奈
良
文

化
財
研
究
所
に
お
い
て
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
国
道
二
四
号
線
バ
イ
パ
ス

建
設
に
関
連
し
て
発
見
さ
れ
た
東
院
跡
地
域
に
つ
い
て
は
特
別
史
跡
に
追
加
指

定
す
る
と
と
も
に
民
有
地
の
国
費
買
上
げ
を
行
な
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
昭
和

四
十
六
年
度
に
お
い
て
は
、
土
地
買
上
費
を
前
年
度
の
約
二
倍
の
一
億
七
、
六

八
0
万
三
千
円
を
計
上
し
た
。
土
池
買
上
げ
費
を
含
め
昭
和
四
十
六
年
度
の
予

寡
は
三
億
三
、
九
六
六
万
八
千
円
と
な
っ
た
。

新
た
に
総
合
指
定
団
体
技
術
保
存
補
助
金
二

0
0万
円
を
計
上
し
、
石
州
半

紙
技
術
者
会
お
よ
び
本
美
濃
紙
保
存
会
に
対
し
補
助
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま

た
、
新
た
に
技
術
記
録
映
画
製
作
費
五
四

0
万
円
を
計
上
し
、
記
録
作
成
の
強

化
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
国
立
劇
楊
補
助
の
一
環
と
し
て
歌
舞
伎
俳
優

の
伝
承
者
養
成
の
た
め
昭
和
四
十
五
年
度
か
ら
一

0
人
の
新
人
を
募
集
し
基
礎

教
育
を
始
め
た
が
、
昭
和
四
十
六
年
度
は
さ
ら
に
教
育
内
容
の
充
実
を
図
る
た

め
養
成
事
業
費
一
、

0
九
五
万
七
千
円
（
前
年
度
五
八
三
万
八
千
円
）
を
計
上

し
た
C

六
国
立
博
物
館
の
整
備

東
京
国
立
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
二
年
計
画
で
美
術
品
等
の
収
蔵
施
設
を
新

営
す
る
こ
と
と
し
、
初
年
度
分
と
し
て
八
、
三
五
五
万
円
を
計
上
し
た
。
全
体

計
画
と
し
て
は
、
三
、
三

0
0平
方
メ
ー
ト
ル
、
建
築
費
総
額
約
三
徳
八
、
ニ

0
0万
円
を
予
定
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
七
年
は
明
治
四
年
九
月
博
物
館
が
湯

島
聖
堂
大
成
殿
に
誕
生
し
て
か
ら
満
百
年
目
に
あ
た
り
、
記
念
す
べ
き
建
物
と

な
る
で
あ
ろ
う
。

奈
良
国
立
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
新
館
建
設
の
第
二
年
次
（
最
終
）
と
し
て

五
億
三
四
万
四
千
円
（
前
年
度
二
億
三

0
0
万
円
）
が
計
上
さ
れ
た
。
全
体
計

画
は
四
、
五
二
六
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

な
お
京
都
国
立
博
物
館
に
つ
い
て
も
施
設
設
備
の
整
備
に
意
を
そ
そ
ぎ
、
と

く
に
三
ニ
―
万
九
千
円
を
計
上
し
旧
館
の
運
営
に
努
め
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
各
館
と
も
特
別
展
（
東
博
・
平
安
彫
刻
展
、
京
博
・
遥
ス
ト
ン
美
術

辰
、
奈
良
博
・
社
寺
縁
起
絵
展
）
を
充
実
す
る
と
と
も
に
陳
列
品
購
入
費
の
増

額
（
一
、
九

0
0
万
円
）
を
図
っ
た
。

四
国
宝
、
重
要
文
化
財
等
の
修
理
、
防
災

修
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
建
造
物
関
係
で
は
八
億
一
、
ニ
ニ
六
万
二
千

円
（
前
年
度
六
億
九
、
八
八
四
万
円
）
の
補
助
金
を
計
上
し
、
ま
た
、
国
有
文

化
財
建
造
物
修
理
費
と
し
て
旧
五
高
表
門
、
北
大
第
二
農
場
分
三
、
三
二
七
万

九
千
円
を
計
上
し
た
。

美
術
工
芸
品
関
係
で
は
六
、
二
三

0
万
七
千
円
（
前
年
度
五
、
四
九
一
万
四

千
円
）
．
の
補
助
金
を
、
ま
た
重
要
民
俗
資
料
関
係
で
六

0
二
万
四
千
円
の
補
助

金
を
計
上
し
た
。

次
に
、
防
災
施
設
整
備
事
業
で
は
建
造
物
に
つ
い
て
は
、
自
動
火
災
報
知

機
、
消
火
栓
設
置
等
の
い
わ
ゆ
る
一
般
総
合
防
災
や
火
除
地
の
設
置
な
ど
環
境

保
全
、
ま
た
、
民
家
の
買
上
げ
、
民
家
緊
急
調
査
な
ど
実
施
の
ほ
か
、
昭
和
四

十
六
年
度
か
ら
新
た
に
蟻
害
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
の
補
助

金
も
含
ん
で
、
合
計
三
億
七
、
七
六
一
万
五
千
円
（
前
年
度
三
億
五
千
万
円
）

を
計
上
し
た
。

美
術
工
芸
品
関
係
で
は
一
般
防
災
に
六
、
六
九
四
万
一
千
円
（
前
年
度
五
、

七
三
五
万
三
千
円
）
の
補
助
金
を
計
上
し
た
ほ
か
、
収
蔵
庫
建
設
の
た
め
六
、

九
六
三
万
円
の
補
助
金
を
計
上
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
記
念
物
防
災
関
係
と
し
て

八
、
八
八

0
万
円
の
補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
合
計
は
、
一
五
億
一
、
六
五
九
万
八
千
円
（
前
年
度
一
三
億
四
、

一
四
八
万
六
千
円
）
で
あ
る
。

七
沖
縄
の
文
化
財
保
護

現
在
、
琉
球
政
府
指
定
文
化
財
は
一
七
一
件
あ
り
こ
れ
ら
指
定
文
化
財
が
復

帰
時
に
お
い
て
円
滑
に
本
土
法
に
よ
る
保
護
措
置
が
諧
ぜ
ら
れ
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
た
め
、
昭
和
四
十
六
年
度
に
お
い
て
実
地
調
査
を
行
な
う
た
め
の
経

い
り
お
も
て

費
三
六

0
万
九
千
円
を
計
上
し
た
。
ま
た
、
と
く
に
西
表
島
の
天
然
記
念
物
を

保
護
す
る
た
め
の
調
査
費
一
四
八
万
八
千
円
も
計
上
し
た
。

な
お
、
昭
和
四
十
六
年
度
日
本
政
府
援
助
費
と
し
て
総
理
府
に
首
里
城
正
殿

復
元
調
査
費

(
1
0
0
万
二
千
円
）
、
末
吉
宮
本
殿
復
元
修
理
（
六
三
二
万
二

千
円
）
、
八
重
山
権
現
堂
神
殿
解
体
修
理
（
五
五
五
万
八
千
円
）
、
無
形
文
化
財

（
組
踊
）
記
録
映
画
作
成
（
五
七
一
万
二
千
円
）
計
一
、
八
五
九
万
四
千
円
が

計
上
さ
れ
、
戦
災
文
化
財
等
の
修
理
を
は
じ
め
文
化
財
の
保
護
が
一
段
と
促
進

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
他

①
国
宝
、
重
要
文
化
財
の
散
逸
、
損
壊
等
を
防
止
し
、
国
が
積
振
的
に
保
存

活
用
を
図
る
た
め
、
買
上
げ
費
三
、

0
五
0
万
円
を
増
額
し
、
二
億
一
、

0

0
0万
円
計
上
し
た
。

②
近
年
、
日
本
の
古
美
術
品
等
に
対
す
る
海
外
の
関
心
が
著
し
く
高
ま
り
‘

貴
重
な
美
術
品
が
大
量
に
海
外
流
出
す
る
危
険
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
の

で
、
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
五
年
計
画
で
海
外
流
出
防
止
緊
急
調
査
を
行
な

う
こ
と
と
し
、
一
九

0
万
円
を
計
上
し
た
。

①
重
要
文
化
財
等
建
造
物
の
修
理
技
術
者
の
不
足
に
対
処
し
、
そ
の
養
成
を

図
る
た
め
補
助
金
五

0
0万
円
を
計
上
し
た
。
こ
の
補
助
金
は
近
く
設
立
が

五
無
形
文
化
財
の
保
護
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五

ー

文

化

協

定

国

等

と

の

人

物

交

流

わ

が

国

と

文

化

協

定

を

締

結

し

て

い

る

諸

外

国

（

現

在

、

仏

、

英

、

独

、

伊

等

一

三

か

国

）

等

と

の

学

術

文

化

交

流

の

促

進

に

資

す

る

た

め

、

こ

れ

ら

諸

国

か

ら

学

術

研

究

面

の

分

野

で

指

導

的

地

位

に

あ

る

学

者

を

招

致

し

、

わ

が

国

の

大

学

、

研

究

機

関

の

学

者

と

懇

談

し

、

講

演

を

行

な

う

等

の

機

会

を

提

供

す

る

事

業

は

、

わ

が

国

の

学

術

振

興

に

も

板

め

て

有

意

義

な

事

業

と

し

て

、

昭

和

三

十

八

年

度

以

降

四

0名
招

致

の

実

績

を

あ

げ

て

い

る

が

、

明

年

度

に

お

い

て

も

こ

の

事

業

を

継

続

す

る

と

と

も

に

、

新

た

に

芸

術

・

文

化

面

の

分

野

の

文

化

人

を

も

招

致

対

象

に

加

え

、

わ

が

国

芸

術

、

文

化

面

の

向

上

に

資

し

う

る

よ

う

、

招

致

数

も

七

人

に

増

加

す

る

こ

と

と

し

て

い

る

。

ま

た

、

従

来

か

ら

実

施

し

て

い

る

わ

が

国

の

大

学

等

の

学

者

・

教

員

の

フ

ラ

ン

ス

、

ド

イ

ツ

、

ソ

連

へ

の

巡

遣

事

業

等

も

引

き

つ

づ

き

実

施

す

る

こ

と

と

し

そ

の

予

算

三

、

一

四

0万
八

千

円

を

計

上

し

た

。な

お

、

文

化

交

流

事

業

に

大

き

な

役

割

を

果

た

し

て

い

る

国

際

文

化

交

流

団

体

と

し

て

の

財

団

法

人

日

仏

会

館

、

日

独

協

会

、

日

伊

協

会

に

対

し

、

従

来

ど

捩

興

財

団

に

教

科

書

の

配

布

・

教

材

の

整

備

等

の

事

業

を

委

託

す

る

こ

と

と

し

て

い

る

。

ま

た

、

日

本

人

学

校

の

所

在

し

な

い

池

域

等

に

在

留

す

る

子

弟

に

対

す

る

通

信

教

育

事

業

を

実

施

す

る

こ

と

と

し

、

そ

の

研

究

事

業

費

を

同

じ

く

前

記

財

団

に

委

託

す

る

こ

と

と

し

た

。

Q

四

ア

ジ

ア

・

ア

フ

リ

カ

諸

国

へ

の

教

育

協

力

ア

ジ

ア

・

ア

フ

リ

カ

の

い

わ

ゆ

る

開

発

途

上

国

に

対

す

る

教

育

協

力

に

つ

い

て

は

、

わ

が

国

の

国

際

的

地

位

の

向

上

に

か

ん

が

み

、

近

年

そ

の

要

請

が

高

ま

っ

て

い

る

。

そ

こ

で

、

昭

和

四

十

六

年

度

は

、

教

育

政

策

立

案

の

衝

に

あ

る

指

導

的

行

政

官

五

名

を

招

致

し

、

文

部

省

そ

の

他

わ

が

国

の

教

育

行

政

の

責

任

者

と

懇

談

の

機

会

を

与

え

る

と

と

も

に

、

わ

が

国

の

教

育

施

設

等

の

視

察

調

査

を

願

い

、

教

育

協

力

の

基

盤

を

強

め

る

こ

と

と

し

て

い

る

。

さ

ら

に

、

中

等

学

校

祠

度

の

理

科

、

農

業

の

現

職

教

育

に

対

す

る

協

力

と

し

て

、

理

科

教

育

専

門

家

四

か

国

五

人

、

農

業

教

育

専

門

家

一

か

国

一

人

を

そ

れ

ぞ

れ

、

わ

が

国

か

ら

派

遣

す

る

と

と

も

に

こ

れ

ら

の

教

育

に

必

要

な

器

材

を

供

与

す

る

こ

と

と

し

て

い

る

。

な

お

、

新

た

な

計

画

と

し

て

、

こ

れ

ら

諸

国

の

要

請

に

応

じ

、

さ

ら

に

効

果

的

な

教

育

協

力

の

方

法

を

見

出

す

た

め

、

た

と

え

ば

、

こ

れ

ら

諸

国

の

教

員

の

現

職

教

育

に

資

す

る

た

め

教

育

研

修

セ

ン

タ

ー

の

設

置

供

与

な

ど

、

新

た

な

構

想

の

可

能

性

を

当

該

国

の

当

局

と

協

議

し

、

調

査

研

究

せ

し

め

る

た

め

専

門

家

二

人

を

派

遣

す

る

こ

と

と

し

そ

の

予

算

三

、

三

二

三

万

二

千

円

を

計

上

し

た

。

教

育

文

化

ア

タ

ッ

シ

ェ

の

設

置

国
際
文
化
交
流
の
推
進

中

西

貞

夫

）

予

定

さ

れ

る

財

団

法

人

文

化

財

建

造

物

保

存

技

術

協

会

（

仮

称

）

に

交

付

さ

れ

る

予

定

で

あ

る

。

各

年

五

人

稗

度

の

新

人

を

研

修

生

と

し

て

採

用

、

三

か

年

で

必

要

な

知

識

技

能

を

修

得

さ

せ

る

計

画

で

あ

る

。

（

文

化

財

保

護

部

管

碑

課

長

戸

沢
田
徹
）

お

り

、

そ

の

事

業

費

の

一

部

を

補

助

す

る

と

と

も

に

、

日

仏

間

の

人

物

交

流

事

業

の

一

部

を

日

仏

会

館

に

委

託

し

、

文

化

交

流

拡

充

に

資

す

る

こ

と

と

し

、

そ

の

予

算

一

、

一

七

二

万

五

千

円

を

計

上

し

た

。

二

日

米

間

の

教

育

。

文

化

交

流

日

米

間

の

教

育

・

文

化

交

流

事

業

に

つ

い

て

は

、

隔

年

開

催

さ

れ

る

日

米

教

育

文

化

会

議

に

お

い

て

そ

の

評

価

と

拡

充

計

画

が

討

議

さ

れ

て

い

る

と

こ

ろ

で

あ

る

が

、

文

化

庁

予

算

に

よ

る

昭

和

四

十

六

年

度

の

事

業

と

し

て

は

、

A
F
S

イ

ン

タ

ー

ナ

シ

ョ

ナ

ル

・

ス

カ

ラ

シ

ッ

プ

ス

に

よ

る

わ

が

国

高

校

生

約

一

四

〇

人

の

一

年

間

米

国

留

学

を

引

き

つ

づ

き

援

助

す

る

ほ

か

、

中

等

教

育

に

お

け

る

英

語

指

導

研

究

を

目

的

と

し

た

都

道

府

県

指

導

主

事

一

0名
の

イ

ー

ス

ト

・

ウ

ニ

ス

ト

・

セ

ン

タ

ー

（

ハ

ワ

イ

）

へ

の

留

学

援

助

お

よ

び

、

日

米

間

の

学

生

の

相

互

理

解

と

友

好

を

促

進

す

る

た

め

、

隔

年

わ

が

国

で

実

施

さ

れ

る

日

米

学

生

会

議

の

開

催

費

補

助

な

ど

一

、

五

六

一

万

三

千

円

を

計

上

し

た

。

三

海

外

勤

務

者

子

女

教

育

の

推

進

海

外

に

活

躍

す

る

邦

人

勤

務

者

の

子

弟

の

教

育

は

、

年

と

と

も

に

重

要

性

を

増

し

て

い

る

が

、

従

来

か

ら

行

な

っ

て

き

て

い

る

日

本

人

学

校

の

校

舎

借

料

や

、

本

邦

か

ら

の

教

員

の

派

遣

、

教

科

書

、

指

導

書

の

送

付

な

ど

の

援

助

に

つ

い

て

昭

和

四

十

六

年

度

に

お

い

て

は

、

従

来

の

二

三

校

の

ほ

か

、

デ

ュ

ッ

セ

ル

ド

ル

フ

（

西

独

）

、

リ

オ

デ

ジ

ャ

ネ

イ

ロ

（

チ

リ

）

、

高

雄

（

中

華

民

国

）

の

一

1

-

校

を

増

し

、

二

六

校

に

対

し

、

そ

の

援

助

を

行

な

う

こ

と

と

し

て

い

る

。

こ

の

場

合

、

財

界

等

の

協

力

に

よ

り

新

た

に

設

立

さ

れ

た

財

団

法

人

海

外

子

女

教

育

現

在

海

外

の

日

本

大

使

館

に

教

育

文

化

担

当

官

と

し

て

、

在

仏

国

二

人

（

教

育

文

化

担

当

及

び

ユ

ネ

ス

コ

担

当

）

お

よ

び

在

タ

イ

国

一

人

が

文

部

省

か

ら

派

遣

さ

れ

て

い

る

が

、

近

年

、

経

済

開

発

協

力

機

構

（

本

部

。

ハ

リ

、

O
E
C
Dと

略

称

）

に

お

け

る

教

育

、

学

術

分

野

の

国

際

活

動

が

重

視

さ

れ

、

こ

れ

ら

の

分

野

の

重

要

な

諸

会

議

や

資

料

の

交

流

が

活

発

化

し

つ

つ

あ

る

こ

と

に

か

ん

が

み

、

明

年

度

か

ら

O
E
C
D日
本

政

府

代

表

部

に

新

た

に

教

育

、

学

術

担

当

の

職

員

一

人

を

文

部

省

か

ら

派

遣

す

る

こ

と

と

な

っ

た

。

（

長

官

官

房

国

際

文

化

課

長
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◇

昭

和

四

十

六

年

度

文

部

省

関

係

予

算

案

は

、

現

在

国

会

で

審

議

中

で

あ

り

ま

す

。

◇

本

号

で

は

そ

の

予

算

案

を

も

と

に

「

昭

和

四

十

六

年

度

文

教

行

政

の

展

望

」

を

特

集

し

ま

し

た

。

ま

ず

、

昭

和

四

十

六

年

度

の

文

教

施

策

の

展

望

を

官

房

長

か

ら

そ

の

特

色

と

重

点

施

策

に

つ

い

て

述

べ

て

い

た

だ

き

、

次

い

で

初

等

中

等

教

育

の

充

実

、

過

密

過

疎

地

城

教

育

対

策

を

は

じ

め

と

し

て

各

局

課

の

主

要

施

策

に

つ

い

て

、

そ

れ

ぞ

れ

主

管

の

方

々

に

解

説

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

◇

昭

和

四

十

六

年

度

の

文

部

省

所

管

予

算

の

総

計

は

一

兆

四

一

0億
三

五

0
0万円
で

、

昭

和

四

十

五

年

度

と

比

べ

て

一

四

三

七

億

六

九

0
0万円

の

増

、

一

六

・
O
%の伸
び

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。

そ

の

内

容

も

教

育

・

学

術

・

文

化

お

よ

び

国

際

協

力

の

拡

大

な

ど

各

分

野

に

わ

た

っ

て

従

来

の

施

策

が

い

っ

そ

う

拡

充

さ

れ

、

昭

和

四

十

六

年

度

に

お

け

る

文

教

施

策

の

進

展

が

大

い

に

期

待

さ

れ

ま

す

。
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